
知
事
直
轄

対
象
機
関 福

島
県
監
査
委
員

平
成
19年

９
月
４
日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之
実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

８
月
28日

職
員
調
査
年
月
日

い
わ
き
地
方
振

興
局

南
会
津
地
方
振

興
局

会
津
地
方
振
興

局 県
南
地
方
振
興

局 県
中
地
方
振
興

局 県
北
地
方
振
興

局 総
務
部

対
象
機
関

平
成
19年

８
月
29日

平
成
19年

７
月
25日

平
成
19年

７
月
26日

平
成
19年

８
月
28日

平
成
19年

８
月
28日

平
成
19年

８
月
29日

平
成
19年

９
月
４
日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

７
月
17日

平
成
19年

７
月
18日

平
成
19年

６
月
19日

平
成
19年

６
月
20日

平
成
19年

６
月
26日

平
成
19年

６
月
27日

平
成
19年

７
月
５
日

平
成
19年

７
月
６
日

平
成
19年

７
月
19日

平
成
19年

７
月
20日

平
成
19年

７
月
12日

平
成
19年

７
月
13日

平
成
19年

８
月
21日

～
平
成
19年

８
月
27日

職
員
調
査
年
月
日

監
査
公
表
第
２
３
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
定
期
監
査
の

結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
19年
11月
13日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

１
監
査
実
施
期
間
平
成
19年
７
月
10日
～
平
成
19年
９
月
10日

２
監
査
対
象
機
関
本
庁
15箇
所
公
所
35箇
所

３
監
査
の
結
果

監
査
は
､
平
成
18会
計
年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
実
施
し
た
｡

�
知
事
直
轄

監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
総
務
部

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
職
員
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
１
職
員
Ａ
に
係
る
住
居
手
当
､
通
勤
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当
に
つ
い
て
､
福
島

市
か
ら
会
津
若
松
市
へ
の
転
居
に
伴
う
各
手
当
の
認
定
誤
り
及
び
入
力
漏
れ
の
た

め
､
過
不
足
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

住
居
手
当
正
当
支
給
額
27,000円

(２
月
､
３
月
分
)

既
支
給
額

54,000円
(２
月
､
３
月
分
)

過
支
給
額

27,000円
(２
月
､
３
月
分
)

通
勤
手
当
正
当
支
給
額
104,300円

(１
月
か
ら
３
月
分
)
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企
画
調
整
部

対
象
機
関

平
成
19年

８
月
21日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之
実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

７
月
24日

～
平
成
19年

７
月
27日

職
員
調
査
年
月
日

既
支
給
額

140,200円
(１
月
か
ら
３
月
分
)

過
支
給
額

35,900円
(１
月
か
ら
３
月
分
)

単
身
赴
任
手
当
正
当
支
給
額
58,000円

(２
月
､
３
月
分
)

既
支
給
額

0円
(２
月
､
３
月
分
)

不
足
支
給
額
58,000円

(２
月
､
３
月
分
)

２
職
員
Ｂ
ほ
か
８
名
に
係
る
週
休
日
の
振
替
勤
務
に
伴
う
100分

の
25の

超
過
勤

務
手
当
が
支
給
さ
れ
て
お
ら
ず
､
不
足
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額
47,940円

既
支
給
額

0円
不
足
支
給
額
47,940円

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
支
給
要
件
､
算
出
方
法
等
を
十
分
確
認
の
上
､
適
正

に
行
う
こ
と
｡

(会
津
地
方
振
興
局
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
県
有
地
の
処
分
に
当
た
り
､
譲
渡
契
約
等
の
事
務
手
続
が
終
了
す
る
前
に
､
譲
渡
予
定
相

手
方
と
の
事
前
協
議
に
基
づ
き
､
分
筆
に
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
る
境
界
線
上
に
工
作
物

(ブ
ロ
ッ
ク
塀
)
を
設
置
す
る
工
事
を
行
っ
た
｡
(財
務
領
域
)

�
土
地
貸
付
料
に
収
入
未
済
(２
件
2,501,371円

)
が
あ
る
｡
(財
務
領
域
)

�
契
約
書
に
よ
り
書
面
で
承
諾
を
得
た
場
合
に
限
り
再
委
託
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
､

受
託
者
か
ら
再
委
託
の
承
認
申
請
が
提
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
書
面
に
よ
る
承
諾

の
手
続
を
し
な
い
で
再
委
託
さ
せ
て
い
る
｡
(財
務
領
域
)

�
書
き
損
じ
た
県
税
領
収
書
の
取
扱
い
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(県
北
地
方
振
興
局
)

�
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
及
び
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
事
業
に
つ
い
て
､
補
助
対
象

事
業
費
と
補
助
対
象
外
経
費
の
区
分
が
明
確
で
な
い
｡
(県
北
地
方
振
興
局
)

�
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て
､
事
業
採
択
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
が

明
確
で
な
い
た
め
､
市
町
村
に
対
す
る
財
政
援
助
的
補
助
と
も
と
れ
る
も
の
が
あ
る
｡

(県
南
地
方
振
興
局
)

�
土
地
使
用
料
(５
件
18,000円

)
及
び
土
地
貸
付
料
(６
件
80,788円

)
に
つ
い
て
､
調

定
が
欠
落
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡
(会
津
地
方
振
興
局
)

�
行
政
財
産
使
用
許
可
に
係
る
管
理
経
費
に
つ
い
て
毎
月
調
定
す
べ
き
と
こ
ろ
､
７
か
月
分

を
ま
と
め
て
調
定
し
て
い
る
｡
(会
津
地
方
振
興
局
)

�
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
及
び
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
事
業
に
つ
い
て
､
補
助
事
業

者
に
対
す
る
指
導
及
び
成
果
確
認
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(会
津
地
方
振
興
局
)

○
検
討
事
項
と
し
た
も
の
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
県
有
財
産
の
土
地
の
評
価
に
つ
い
て
､
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
た
｡

県
有
財
産
の
土
地
の
評
価
に
つ
い
て
は
､
平
成
18年
の
評
価
替
え
か
ら
､
県
有
地
の
近

傍
類
似
地
の
１
㎡
当
た
り
の
市
町
村
の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
単
価
に
県
有
地
の
面
積
及

び
時
価
倍
率
1.43を

乗
じ
て
算
出
し
て
い
る
が
､
県
有
地
は
庁
舎
敷
地
､
学
校
敷
地
な
ど

周
辺
の
一
般
的
な
土
地
利
用
の
面
積
と
比
べ
て
大
き
な
面
積
で
あ
り
､
同
形
態
の
近
傍
類

似
地
が
存
在
し
な
い
場
合
､
あ
る
い
は
､
近
傍
類
似
地
と
の
個
別
格
差
が
大
き
い
場
合
が

多
く
､
適
正
に
土
地
が
評
価
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
｡

ま
た
､
平
成
18年
の
県
有
財
産
の
評
価
替
え
は
､
５
年
ご
と
に
３
月
31日
の
現
況
で
行

う
た
め
､
平
成
18年
３
月
31日
現
在
の
固
定
資
産
税
の
評
価
額
で
実
施
し
た
が
､
市
町
村

の
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
は
３
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
､
直
近
で
は
平
成
17年
１
月
１
日

基
準
日
で
評
価
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
市
町
村
へ
の
固
定
資
産
税
の

調
査
な
ど
実
際
の
評
価
替
え
の
作
業
は
平
成
17年
の
夏
に
行
わ
れ
､
市
町
村
か
ら
の
固
定

資
産
税
評
価
額
の
回
答
は
前
回
の
基
準
日
で
あ
る
平
成
14年
１
月
１
日
基
準
日
で
の
回
答

と
な
っ
て
お
り
､
県
有
財
産
の
土
地
の
評
価
は
平
成
14年
１
月
１
日
の
固
定
資
産
税
の
基

準
で
実
施
し
た
こ
と
に
な
り
､
市
町
村
の
評
価
と
３
年
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
｡
毎
年
地

価
が
下
落
す
る
状
況
の
中
､
県
は
３
年
前
の
時
価
が
高
い
時
点
を
基
準
に
評
価
し
て
お
り
､

時
価
倍
率
1.43で

は
､
時
価
を
超
え
る
危
険
性
が
高
い
｡

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
､
行
政
財
産
の
使
用
料
や
県
有
地
の
貸
付
料
等
の
基
礎
と
も
な
る

県
有
財
産
の
土
地
の
評
価
に
つ
い
て
､
近
傍
の
固
定
資
産
税
評
価
額
と
の
格
差
を
是
正
す

る
合
理
的
な
方
法
や
適
時
・
適
正
に
評
価
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
検

討
を
要
す
る
｡

(財
務
領
域
)

�
企
画
調
整
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
平
成
18年

12月
30日

(土
曜
日
及
び
休
日
)
の
週
休
日
の
振
替
に
つ
い
て
､
週
休
日
の
振

替
を
行
わ
ず
､
代
休
日
の
指
定
の
み
を
行
っ
て
い
る
｡
(企
画
調
整
総
務
領
域
)

�
扶
養
手
当
(３
名
15,500円

)
が
過
支
給
に
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
､
休
日
給
及
び
超
過
勤

務
手
当
が
不
足
支
給
(１
名
31,392円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(企
画
調
整
総
務
領
域
)

�
高
機
能
情
報
通
信
機
器
一
式
に
つ
い
て
､
重
要
物
品
フ
ァ
イ
ル
へ
の
登
録
及
び
標
識
の
貼
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生
活
環
境
部

対
象
機
関

平
成
19年

９
月
６
日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫
実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

８
月
21日

～
平
成
19年

８
月
27日

職
員
調
査
年
月
日

総
合
療
育
セ
ン

タ
ー

南
会
津
保
健
福

祉
事
務
所

会
津
保
健
福
祉

事
務
所

県
中
保
健
福
祉

事
務
所

県
北
保
健
福
祉

事
務
所

保
健
福
祉
部

対
象
機
関

平
成
19年

７
月
30日

平
成
19年

７
月
26日

平
成
19年

７
月
25日

平
成
19年

８
月
27日

平
成
19年

８
月
27日

平
成
19年

８
月
24日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

５
月
15日

平
成
19年

６
月
７
日

平
成
19年

６
月
８
日

平
成
19年

６
月
21日

平
成
19年

６
月
22日

平
成
19年

７
月
３
日

平
成
19年

７
月
４
日

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

７
月
11日

平
成
19年

７
月
24日

～
平
成
19年

８
月
３
日

職
員
調
査
年
月
日

付
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(情
報
統
計
領
域
)

○
検
討
事
項
と
し
た
も
の
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
申
請
・
届
出
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
､
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
利
用
促

進
を
図
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
た
｡

申
請
・
届
出
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
､
県
民
や
企
業
等
が
県
及
び
市
町
村
に
対
す
る

各
種
申
請
や
届
出
等
を
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
よ

り
､
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
行
政
側
の
事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
､
市
町
村
と
の
共
同
事
業
と
し
て
平
成
17年
１
月
に
運
用
を
開
始
し
た
｡

当
該
シ
ス
テ
ム
は
､
県
が
189､

市
町
村
が
167の

手
続
を
対
象
と
し
て
運
用
を
開
始
し

た
が
､
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況
を
見
る
と
､
平
成
18年
度
末
ま
で
の
利
用
件
数
は
､
県
が

648件
､
市
町
村
が
176件

の
合
計
824件

に
止
ま
っ
て
お
り
､
ま
た
､
対
象
手
続
の
中
に

は
利
用
実
績
が
皆
無
又
は
数
件
未
満
の
も
の
が
多
く
あ
る
な
ど
､
導
入
目
的
の
実
現
に
は

程
遠
い
利
用
実
績
と
な
っ
て
い
る
｡

そ
の
原
因
と
し
て
､
利
用
に
際
し
て
本
人
確
認
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
､

添
付
資
料
は
別
途
郵
送
と
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
､
交
付
物
は
窓
口
交
付
又
は
郵
送
と
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
な
ど
､
利
用
者
側
の
利
便
性
向
上
を
妨
げ
る
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
｡

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用
に
係
る
経
費
は
､
平
成
21年
12月
末
ま
で
の
５
年
間
の

運
用
期
間
を
通
算
し
約
８
億
円
で
､
こ
れ
を
県
と
参
加
市
町
村
が
負
担
し
て
い
る
が
､
当

該
期
間
の
中
間
時
点
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
投
下
費
用
と
事
業
効
果
の
側
面
も
考
慮
し
､
ま

た
､
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
及
び
問
題
点
等
も
踏
ま
え
て
､
個
々
の
対
象
手
続
き
に
つ
い

て
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
具
体
的
な
改
善
策
を
講
ず
る
こ
と
な
ど
､
利
用
促
進

に
向
け
た
対
応
策
の
検
討
を
要
す
る
｡

(情
報
統
計
領
域
)

�
生
活
環
境
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
貸
付
金
に
係
る
収
入
調
定
は
､
償
還
期
日
に
応
じ
適
切
な
時
期
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
､
平
成
18年
10月
20日
に
ま
と
め
て
調
定
し
､
納
入
通
知
書
を
発
行
し
て
い
る
｡

(県
民
環
境
総
務
領
域
)

�
通
勤
手
当
に
つ
い
て
過
支
給
(１
人
2,310円

)
及
び
不
足
支
給
(１
人
19,440円

)
に
な
っ

て
い
る
｡
(県
民
環
境
総
務
領
域
)

�
週
休
日
の
振
替
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(県
民
安
全
領
域
)

�
新
幹
線
鉄
道
等
利
用
職
員
の
定
期
券
等
の
写
し
を
保
存
し
て
い
な
い
｡
(県
民
安
全
領
域
)

�
扶
養
手
当
(２
名
15,000円

)
､
超
過
勤
務
手
当
(２
人
11,809円

)
及
び
夜
勤
手
当

(１
人
5,462円

)
に
つ
い
て
過
支
給
に
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
､
扶
養
手
当
(１
名
24,000

円
)
､
超
過
勤
務
手
当
(１
人
5,990円

)
及
び
夜
勤
手
当
(４
名
2,206円

)
に
つ
い
て

不
足
支
給
に
な
っ
て
い
る
｡
(県
民
安
全
領
域
)

�
概
算
払
を
し
た
旅
費
に
つ
い
て
概
算
払
旅
行
終
了
確
認
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
数
認

め
ら
れ
た
｡
(県
民
安
全
領
域
)

�
補
助
金
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
交
付
決
定
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け
て
い

な
い
｡
(県
民
環
境
総
務
領
域
)
(環
境
保
全
領
域
)

�
保
健
福
祉
部

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項
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�
予
算
の
執
行
体
制
に
お
い
て
内
部
牽
制
が
機
能
し
て
い
な
い
｡

｢事
実
｣
平
成
18年
度
の
歳
入
の
調
定
に
お
い
て
､
十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
わ
ず
事
務
処
理
が

な
さ
れ
た
た
め
､
歳
入
科
目
(節
)
に
誤
り
が
生
じ
て
い
る
｡

【
今
回
の
調
定
(節
・
額
・
年
月
日
)
(誤
)
】
【
本
来
の
調
定
(節
・
額
)
(正
)
】

�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

�
精
神
保
健
福
祉
費
補
助
金

112,296,616円
112,296,616円

平
成
19年
３
月
20日

�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

194,036,000円
187,614,000円

平
成
19年
３
月
23日

�
身
体
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

1,572,000円
�
知
的
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

4,850,000円
�
身
体
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

�
身
体
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

61,067,000円
19,588,000円

平
成
19年
３
月
28日

�
障
が
い
福
祉
総
務
費
補
助
金

24,743,000円
�
知
的
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

2,591,000円
�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

11,204,000円
�
精
神
保
健
福
祉
費
補
助
金

2,941,000円
�
児
童
福
祉
総
務
費
補
助
金

�
婦
人
保
護
費
補
助
金

7,354,000円
7,354,000円

平
成
19年
３
月
23日

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
､
厳
正
な
事
務
処
理
を
行
う
よ
う
内
部
牽
制
機
能
の
強

化
に
取
り
組
む
等
､
万
全
の
執
行
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
｡

(保
健
福
祉
総
務
領
域
・
自
立
支
援
領
域
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
郵
便
切
手
等
出
納
簿
に
記
載
漏
れ
及
び
記
載
誤
り
が
あ
る
｡
(生
活
福
祉
領
域
)

�
雑
入
及
び
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
元
利
収
入
等
が
収
入
未
済
(348件

26,909,915円
)

に
な
っ
て
い
る
｡
(自
立
支
援
領
域
)

�
補
助
金
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
交
付
決
定
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け
て
い

な
い
｡
(自
立
支
援
領
域
)

�
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
付
金
元
利
収
入
に
収
入
未
済
(２
件
37,000円

)
が
あ
る
｡
(健

康
衛
生
領
域
)

�
証
紙
収
入
報
告
に
誤
り
が
あ
り
報
告
額
が
過
少
(５
件
47,600円

)
に
な
っ
て
い
る
｡

(健
康
衛
生
領
域
)

�
補
助
金
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
交
付
決
定
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け
て
い

な
い
｡
(健
康
衛
生
領
域
)

�
証
紙
収
入
報
告
に
報
告
漏
れ
(１
件
33,000円

)
及
び
報
告
誤
り
(１
件
5,600円

)
が
あ

る
｡
(県
北
保
健
福
祉
事
務
所
)

�
郵
便
切
手
の
翌
年
度
へ
の
繰
越
高
が
月
平
均
消
費
高
の
6.41月

分
と
な
っ
て
お
り
､
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
執
行
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(県
北
保
健
福
祉
事
務
所
)

�
補
助
金
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
交
付
決
定
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け
て
い

な
い
｡
(県
北
保
健
福
祉
事
務
所
)

�
旅
費
に
つ
い
て
過
支
給
(６
名
24,700円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
､
超
過
勤
務
手
当

(２
名
9,557円

)
及
び
特
殊
勤
務
手
当
(１
名
1,100円

)
に
つ
い
て
不
足
支
給
に
な
っ

て
い
る
｡
(県
中
保
健
福
祉
事
務
所
)

�
社
会
福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担
金
の
現
年
度
徴
収
率
が
､
県
平
均
を
下
回
り
､
か
つ
前
年

度
を
下
回
っ
て
い
る
｡
(会
津
保
健
福
祉
事
務
所
)

�
補
助
事
業
の
実
績
報
告
が
､
事
業
が
完
了
し
た
日
か
ら
30日
を
超
え
て
提
出
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
る
｡
(会
津
保
健
福
祉
事
務
所
)

�
期
日
を
超
え
て
前
渡
資
金
精
算
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡
(会
津
保
健
福
祉

事
務
所
)

�
補
助
対
象
経
費
の
算
定
に
当
た
り
､
申
請
書
等
の
内
容
を
十
分
に
審
査
し
な
い
で
､
補
助

金
を
決
定
し
て
い
る
｡
(南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
)

�
保
健
福
祉
等
特
殊
業
務
手
当
に
つ
い
て
､
特
殊
勤
務
実
績
簿
及
び
特
殊
勤
務
手
当
整
理
簿

が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
｡
(南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
)

○
検
討
事
項
と
し
た
も
の
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
保
健
福
祉
事
務
所
等
に
お
け
る
債
権
管
理
及
び
滞
納
金
徴
収
事
務
は
｢社
会
福
祉
施
設
等

入
所
費
負
担
金
徴
収
促
進
要
綱
｣
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
が
､
社

会
福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担
金
(児
童
福
祉
施
設
入
所
費
負
担
金
)
の
収
入
未
済
が
､
現

年
度
・
過
年
度
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
､
滞
納
金
の
管
理
及
び
徴
収
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
た
｡

１
徴
収
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
・
確
認
し
た
上
で
の
､
円
滑
な
徴
収
事
務
執
行
体

制
の
構
築
ま
た
､
滞
納
案
件
全
体
に
対
す
る
具
体
的
な
徴
収
方
法
を
示
す
等
､
徴

収
事
務
の
標
準
化

２
｢社
会
福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担
金
滞
納
者
カ
ー
ド
｣
作
成
・
管
理
対
象
の
拡

大
(
｢継
続
的
な
指
導
を
要
す
る
者
｣
に
限
定
し
た
取
扱
い
の
見
直
し
)

(自
立
支
援
領
域
)
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い
わ
き
農
林
事

務
所

南
会
津
農
林
事

務
所

会
津
農
林
事
務

所 県
南
農
林
事
務

所 県
中
農
林
事
務

所 県
北
農
林
事
務

所 農
林
水
産
部

対
象
機
関

商
工
労
働
部

対
象
機
関

平
成
19年

８
月
29日

平
成
19年

７
月
26日

平
成
19年

７
月
24日

平
成
19年

８
月
28日

平
成
19年

８
月
27日

平
成
19年

８
月
29日

平
成
19年

８
月
23日

実
施
年
月
日

平
成
19年

８
月
20日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

７
月
11日

平
成
19年

６
月
５
日

平
成
19年

６
月
６
日

平
成
19年

６
月
７
日

平
成
19年

６
月
８
日

平
成
19年

６
月
28日

平
成
19年

６
月
29日

平
成
19年

６
月
21日

平
成
19年

６
月
22日

平
成
19年

７
月
19日

平
成
19年

７
月
20日

平
成
19年

７
月
24日

～
平
成
19年

８
月
３
日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
19年

７
月
31日

～
平
成
19年

８
月
３
日

職
員
調
査
年
月
日

水
産
試
験
場

水
産
事
務
所

い
わ
き
農
林
事

務
所

南
会
津
農
林
事

務
所

平
成
19年

７
月
11日

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

８
月
29日

平
成
19年

７
月
26日

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

平
成
19年

５
月
30日

平
成
19年

５
月
11日

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

７
月
11日

平
成
19年

６
月
５
日

平
成
19年

６
月
６
日

�
商
工
労
働
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
補
助
金
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
交
付
決
定
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け
て
い

な
い
｡
(商
工
総
務
領
域
)

�
貸
付
金
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
貸
付
決
定
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け
て
い

な
い
｡
(商
工
総
務
領
域
)

�
電
子
計
算
組
織
に
つ
い
て
､
備
品
へ
の
標
識
の
貼
付
及
び
物
品
管
理
簿
の
整
理
が
な
さ
れ

て
い
な
い
｡
(労
働
領
域
)

�
農
林
水
産
部

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
歳
入
の
調
定
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
財
団
法
人
甲
か
ら
の
中
山
間
地
域
特
産
物
等
生
産
支
援
対
策
事
業
資
金
の
返
納
に
つ

い
て
､
負
担
金
相
当
額
返
納
の
納
入
手
続
を
執
る
よ
う
依
頼
通
知
が
あ
っ
た
際
に
直
ち

に
調
定
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
､
12月
の
補
正
予
算
の
後
に
調
定
を
行
い
､
３
か
月
以
上

遅
延
し
て
い
る
｡

１
返
納
通
知
平
成
18年
８
月
18日

２
歳
入
の
調
定

調
定
年
月
日
平
成
19年
１
月
23日

調
定
額
614,340円

納
期
限
平
成
19年
２
月
16日

収
入
年
月
日
平
成
19年
２
月
７
日

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

歳
入
の
調
定
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
な
時
期
に
行
い
､
早
期
収

入
を
図
る
こ
と
｡

(経
営
支
援
領
域
)

�
工
事
の
設
計
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
湛
水
防
除
事
業
川
中
子
地
区
排
水
機
場
下
部
工
の
設
計
に
お
い
て
､
上
部
建
築
物
が

当
初
計
画
か
ら
変
更
と
な
り
構
造
・
階
数
が
変
わ
っ
た
た
め
下
部
工
に
加
わ
る
荷
重
が

一
部
増
加
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
､
変
更
後
の
下
部
工
構
造
の
再
計
算
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

設
計
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
い
､
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化

に
努
め
る
こ
と
｡

(い
わ
き
農
林
事
務
所
)
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福
島
空
港
事
務

所 小
名
浜
港
湾
建

設
事
務
所

あ
ぶ
く
ま
高
原

自
動
車
道
建
設

事
務
所

南
会
津
建
設
事

務
所

喜
多
方
建
設
事

務
所

会
津
若
松
建
設

事
務
所

県
中
建
設
事
務

所 県
北
建
設
事
務

所 土
木
部

対
象
機
関

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

７
月
11日

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

７
月
24日

平
成
19年

７
月
26日

平
成
19年

７
月
25日

平
成
19年

８
月
28日

平
成
19年

８
月
27日

平
成
19年

９
月
10日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

５
月
31日

平
成
19年

５
月
30日

平
成
19年

６
月
12日

平
成
19年

６
月
13日

平
成
19年

６
月
５
日

平
成
19年

６
月
６
日

平
成
19年

６
月
19日

平
成
19年

６
月
20日

平
成
19年

７
月
12日

平
成
19年

７
月
13日

平
成
19年

７
月
17日

平
成
19年

７
月
18日

平
成
19年

８
月
21日

～
平
成
19年

８
月
29日

職
員
調
査
年
月
日

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
県
有
財
産
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
､
１
か
月
前
ま
で
に
解
除
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
は

日
割
計
算
に
よ
り
計
算
し
た
貸
付
代
金
を
返
還
す
る
も
の
と
定
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
､
返
還
し
て
い
な
い
｡
(農
林
総
務
領
域
)

�
超
過
勤
務
手
当
に
つ
い
て
過
支
給
(１
人
4,416円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
､
休
日
給

(２
名
41,398円

)
及
び
超
過
勤
務
手
当
(２
名
41,398円

)
に
つ
い
て
不
足
支
給
に
な
っ

て
い
る
｡
(農
林
総
務
領
域
)

�
超
過
勤
務
手
当
が
不
足
支
給
(２
名
14,859円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(経
営
支
援
領
域
)

�
交
付
金
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
交
付
決
定
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け
て
い

な
い
｡
(県
北
農
林
事
務
所
)

�
補
助
事
業
の
遂
行
状
況
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(県
北
農
林
事
務

所
)

�
除
草
委
託
契
約
の
業
務
を
８
月
30日
と
11月
９
日
に
実
施
し
た
が
､
２
回
目
の
除
草
は
草

丈
が
伸
び
て
お
ら
ず
､
有
効
性
に
欠
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡
(県
中
農
林
事
務
所
)

�
甲
市
と
の
物
件
移
転
補
償
契
約
に
当
た
り
､
補
償
工
事
完
了
後
に
契
約
を
締
結
し
て
い
る
｡

(県
中
農
林
事
務
所
)

�
利
用
し
て
い
な
い
電
話
回
線
に
つ
い
て
､
使
用
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
｡
(県
中
農
林
事

務
所
)

�
超
過
勤
務
手
当
に
つ
い
て
過
支
給
(８
名
26,128円

)
及
び
不
足
支
給
(３
名
612円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(会
津
農
林
事
務
所
)

�
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
に
つ
い
て
､
甲
社
・
乙
社
か
ら
の
貸
付
申
請
に
対
す

る
適
否
を
審
査
す
る
｢い
わ
き
地
区
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
運
営
協
議
会
｣
に
審
査

対
象
で
あ
る
甲
社
の
代
表
取
締
役
が
参
加
し
て
い
る
｡
(い
わ
き
農
林
事
務
所
)

�
郵
便
切
手
の
翌
年
度
へ
の
繰
越
高
が
月
平
均
消
費
高
の
6.25月

分
と
な
っ
て
お
り
､
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
執
行
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(い
わ
き
農
林
事
務
所
)

�
工
事
の
設
計
積
算
に
お
い
て
､
見
積
単
価
を
採
用
す
る
場
合
の
見
積
収
集
先
の
選
定
に
当

た
っ
て
は
､
予
め
所
属
長
の
決
裁
を
得
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､

な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(い
わ
き
農
林
事
務
所
)

○
検
討
事
項
と
し
た
も
の
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
補
助
事
業
の
実
績
確
認
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
た
｡

家
畜
導
入
事
業
資
金
供
給
事
業
に
つ
い
て
､
県
北
農
林
事
務
所
に
お
い
て
補
助
事
業
者

甲
町
か
ら
の
実
績
報
告
が
４
年
間
に
わ
た
り
基
金
残
高
に
相
違
が
あ
る
ま
ま
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
､
甲
町
の
当
該
事
業
が
終
了
す
る
た
め
残
高
証
明
書
を
徴
取
し
た
こ
と
に
よ
り

判
明
し
た
｡

(甲
町
)

実
績
報
告
額

預
金
通
帳
残
高
相
違
額

平
成
14年
度
末
基
金
現
在
高
1,529,911円

1,518,082円
11,829円

か
ら

平
成
17年
度
末
基
金
現
在
高
2,498,622円

2,486,793円
11,829円

ま
で

基
金
造
成
を
伴
う
本
事
業
に
つ
い
て
は
､
補
助
事
業
者
に
基
金
の
預
金
管
理
を
厳
格
に

行
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
実
績
報
告
に
当
た
っ
て
残
高
証
明
書
又
は
預
金
通
帳
残
高
の
写
し
を
添
付

さ
せ
る
な
ど
､
基
金
管
理
状
況
を
確
実
に
確
認
で
き
る
よ
う
､
事
業
実
施
要
領
の
改
正
等

に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
｡

(生
産
流
通
領
域
)

�
土
木
部
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福
島
空
港
事
務

所
平
成
19年

７
月
10日

小
桧
山
善
継

�
野
宏
之
実
地
監
査

平
成
19年

５
月
29日

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
歳
入
の
調
定
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
国
道
改
築
事
業
国
道
288号

富
久
山
橋
に
対
す
る
工
作
物
の
添
架
に
係
る
負
担
金
に

つ
い
て
､
甲
株
式
会
社
と
の
費
用
負
担
協
定
締
結
後
直
ち
に
調
定
す
べ
き
と
こ
ろ
､
３

か
月
以
上
遅
延
し
て
い
る
｡

１
協
定
書
締
結
年
月
日

当
初
協
定
平
成
18年
７
月
11日

(甲
株
式
会
社
負
担
額
2,833,950円

)
変
更
協
定
平
成
18年
12月
４
日
(甲
株
式
会
社
負
担
額
2,224,950円

)
２
歳
入
の
調
定

調
定
年
月
日
平
成
19年
２
月
５
日
調
定
額
2,224,950円

納
期
限

平
成
19年
２
月
28日

収
入
年
月
日
平
成
19年
２
月
23日

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

負
担
金
徴
収
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
な
時
期
に
調
定
す
る
と
と

も
に
､
早
期
収
入
を
図
る
こ
と
｡

(県
中
建
設
事
務
所
)

�
負
担
金
徴
収
の
事
務
手
続
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
都
市
計
画
道
路
街
路
事
業
に
伴
う
西
若
松
駅
西
口
駅
前
広
場
の
工
事
に
係
る
甲
市
の

費
用
負
担
に
つ
い
て
､
原
則
と
し
て
事
業
着
手
前
に
負
担
金
納
入
と
す
る
協
定
書
を
締

結
後
直
ち
に
調
定
を
行
い
早
期
収
入
を
図
る
べ
き
と
こ
ろ
､
工
事
費
精
算
書
に
基
づ
き

負
担
金
を
納
入
さ
せ
る
協
定
書
を
締
結
し
､
歳
入
の
調
定
が
工
事
費
精
算
を
行
う
変
更

協
定
時
ま
で
遅
延
し
て
い
る
｡

１
協
定
書
締
結
年
月
日

当
初
協
定
平
成
18年
７
月
４
日
(甲
市
負
担
額
50,000,000円

)
変
更
協
定
平
成
19年
３
月
30日

(甲
市
負
担
額
49,999,950円

)
２
歳
入
の
調
定

調
定
年
月
日
平
成
19年
３
月
30日

調
定
額
49,999,950円

納
期
限

平
成
19年
４
月
23日

収
入
年
月
日
平
成
19年
４
月
23日

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

負
担
金
徴
収
の
事
務
手
続
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
い
､
早

期
収
入
を
図
る
こ
と
｡

(会
津
若
松
建
設
事
務
所
)

�
許
可
に
係
る
事
務
処
理
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

株
式
会
社
甲
の
給
油
所
等
設
置
に
係
る
港
湾
施
設
に
つ
い
て
､
使
用
許
可
手
続
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
に
使
用
さ
せ
､
平
成
18年
11月
に
決
裁
日
を
４
月
１
日
に
遡
及
し
て
使

用
許
可
を
行
っ
て
い
る
｡

１
施
設
使
用
面
積

62㎡
２
使
用
許
可
年
月
日
平
成
18年
４
月
１
日

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

許
可
に
係
る
事
務
処
理
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

(喜
多
方
建
設
事
務
所
)

�
職
員
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
１
職
員
Ａ
に
係
る
通
勤
手
当
が
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

�
高
速
自
動
車
国
道
等
利
用
職
員
に
あ
っ
て
は
､
１
か
月
の
う
ち
､
利
用
し
な

い
日
数
が
７
日
を
超
え
た
と
き
､
翌
月
に
高
速
自
動
車
国
道
等
利
用
職
員
以
外

の
職
員
と
し
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
利

用
回
数
等
の
確
認
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
､
4月
か
ら
10月

ま
で
の
通
勤
手
当

が
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額
360,287円

既
支
給
額

431,558円
過
支
給
額

71,271円
�
通
勤
方
法
の
変
更
に
伴
う
通
勤
手
当
届
が
提
出
さ
れ
11月
か
ら
認
定
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
､
１
か
月
遅
れ
て
支
給
開
始
を
し
た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ
て

い
る
｡
正
当
支
給
額
42,200円

既
支
給
額

64,893円
過
支
給
額

22,693円

２
職
員
Ｂ
に
係
る
扶
養
手
当
に
つ
い
て
､
事
実
の
発
生
日
(初
日
)
か
ら
15日
を

経
過
し
た
後
､
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
事
実
発
生
日
の
月
か

ら
支
給
し
た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

0円
既
支
給
額

13,000円
過
支
給
額

13,000円

３
職
員
Ｃ
ほ
か
25名
の
週
休
振
替
に
伴
い
､
勤
務
日
と
な
っ
た
日
の
超
過
勤
務
手

当
の
支
給
割
合
を
100分

の
125で

支
給
す
べ
き
と
こ
ろ
､
100分

の
135で

支
給
し
､

さ
ら
に
､
15分
の
休
憩
時
間
を
含
め
て
超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し
た
た
め
､
過
支

給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額
6,032,974円

既
支
給
額

6,114,802円
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出
納
局

対
象
機
関

平
成
19年

９
月
７
日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之
実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

８
月
29日

職
員
調
査
年
月
日

過
支
給
額

81,828円
｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

職
員
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
支
給
要
件
等
を
十
分
確
認
の
上
､
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
確
立
し
､
適
正
に
行
う
こ
と
｡

(あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務
所
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
､
平
成
18年
度
に
属
す
る
土
地
取
得
基
金
繰
出
金
を

支
出
す
る
に
当
た
り
､
平
成
19年
４
月
23日
に
支
出
負
担
行
為
を
行
っ
て
い
る
｡
(土
木

総
務
領
域
)

�
不
用
決
定
し
た
物
品
の
処
分
等
が
行
わ
れ
て
い
な
い
｡
(土
木
総
務
領
域
)

�
補
助
金
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
変
更
交
付
決
定
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け

て
い
な
い
｡
(土
木
総
務
領
域
)

�
工
事
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
変
更
契
約
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け
て
い
な

い
｡
(土
木
総
務
領
域
)

�
委
託
費
の
算
定
に
当
た
り
､
前
年
度
の
労
務
単
価
で
算
定
し
た
た
め
､
過
大
積
算
(71,400

円
)
に
な
っ
て
い
る
｡
(企
画
技
術
領
域
)

�
超
過
勤
務
手
当
に
つ
い
て
不
足
支
給
(１
人
23,338円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(企
画
技
術

領
域
)

�
週
休
日
の
振
替
を
､
半
日
ず
つ
２
回
に
分
け
て
行
な
っ
て
い
る
｡
(河
川
港
湾
領
域
)

�
超
過
勤
務
手
当
に
つ
い
て
過
支
給
(2名

10,344円
)
及
び
不
足
支
給
(１
名
1,984円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(都
市
領
域
)

�
休
日
給
(１
人
14,252円

)
及
び
超
過
勤
務
手
当
(１
人
792円

)
が
不
足
支
給
に
な
っ

て
い
る
｡
(建
築
領
域
)

�
請
負
工
事
に
お
け
る
最
低
制
限
価
格
は
､
本
工
事
と
補
償
工
事
を
合
計
し
て
算
出
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
本
工
事
の
み
で
設
定
し
て
い
る
｡
(県
北
建
設
事

務
所
)

�
工
事
の
設
計
積
算
に
お
い
て
､
見
積
単
価
を
採
用
す
る
場
合
の
見
積
収
集
先
の
選
定
に
当

た
っ
て
は
､
予
め
所
属
長
の
決
裁
を
得
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､

な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(県
北
建
設
事
務
所
)

�
使
用
料
及
び
手
数
料
(363件

7,699,880円
)
及
び
諸
収
入
(７
件
725,187円

)
が
収
入

未
済
に
な
っ
て
い
る
｡
(県
北
建
設
事
務
所
)

�
工
事
の
設
計
積
算
に
お
い
て
､
冬
期
補
正
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
､
積
算
が
過
小

(179,550円
)
に
な
っ
て
い
る
｡
(県
中
建
設
事
務
所
)

�
使
用
料
及
び
手
数
料
(508件

11,241,434円
)
及
び
諸
収
入
(８
件
247,128円

)
が
収

入
未
済
に
な
っ
て
い
る
｡
(県
中
建
設
事
務
所
)

�
物
品
売
払
代
金
に
つ
い
て
､
歳
入
科
目
が
誤
っ
て
い
る
｡
(県
中
建
設
事
務
所
)

�
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
お
い
て
､
乙
株
式
会
社
か
ら
過
去
の
申
請
内
容
に
誤
り
が
あ
り

追
加
申
請
が
あ
っ
た
際
に
､
許
可
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
過
去
の
使
用
料
分
を
雑
入
と
し

て
収
入
し
て
い
る
｡
(県
中
建
設
事
務
所
)

�
旅
費
に
つ
い
て
支
給
時
期
が
３
か
月
以
上
遅
延
し
て
い
る
｡
(県
中
建
設
事
務
所
)

�
扶
養
手
当
に
つ
い
て
過
支
給
(２
名
53,000円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(県
中
建
設
事
務
所
)

�
収
入
証
紙
の
消
印
の
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡
ま
た
､
報
告
額
が
過
大
(13,800

円
)
に
な
っ
て
い
る
｡
(会
津
若
松
建
設
事
務
所
)

�
流
水
占
用
料
の
徴
収
に
つ
い
て
､
前
期
分
に
つ
い
て
は
６
月
末
日
を
納
期
限
と
し
て
歳
入

の
調
定
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
､
調
定
時
期
が
遅
れ
納
期
限
が
６
月
末
日
を
越
え
て
い
る
｡

(会
津
若
松
建
設
事
務
所
)

�
県
営
住
宅
使
用
料
に
収
入
未
済
(438件

7,454,764円
)
が
あ
る
｡
(会
津
若
松
建
設
事

務
所
)

�
証
紙
収
入
の
消
印
の
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(喜
多
方
建
設
事
務
所
)

�
県
営
住
宅
使
用
料
に
収
入
未
済
(５
件
103,500円

)
が
あ
る
｡
(喜
多
方
建
設
事
務
所
)

�
証
紙
収
入
の
消
印
の
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(南
会
津
建
設
事
務
所
)

�
週
休
日
の
振
替
を
､
半
日
ず
つ
２
回
に
分
け
て
行
な
っ
て
い
る
｡
(あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動

車
道
建
設
事
務
所
)

�
使
用
料
及
び
手
数
料
に
収
入
未
済
(５
件
323,283円

)
が
あ
る
｡
(小
名
浜
港
湾
建
設

事
務
所
)

�
補
助
金
の
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
､
交
付
決
定
時
期
に
出
納
機
関
の
確
認
を
受
け
て
い

な
い
｡
(福
島
空
港
事
務
所
)

�
出
納
局

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
予
算
の
執
行
に
適
切
で
な
い
も
の
あ
る
｡

｢事
実
｣
証
紙
収
入
整
理
特
別
会
計
に
お
い
て
､
予
備
費
を
充
当
し
て
も
な
お
歳
出
予
算
を
上

回
る
需
要
が
生
じ
た
た
め
､
平
成
18年
度
第
４
四
半
期
に
か
か
る
振
替
支
出
の
一
部
を

平
成
19年
度
に
お
い
て
歳
出
す
る
取
り
扱
い
と
し
た
｡

土
木
部
手
数
料

正
当
振
替
額
(需
要
額
)
24,300,170円
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教
育
セ
ン
タ
ー

い
わ
き
教
育
事

務
所

南
会
津
教
育
事

務
所

会
津
教
育
事
務

所 県
南
教
育
事
務

所 教
育
庁

対
象
機
関

議
会
事
務
局

対
象
機
関

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

７
月
24日

平
成
19年

７
月
24日

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

８
月
22日

実
施
年
月
日

平
成
19年

９
月
７
日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

５
月
17日

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

５
月
30日

平
成
19年

６
月
14日

平
成
19年

６
月
12日

平
成
19年

６
月
13日

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

７
月
24日

～
平
成
19年

８
月
３
日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
19年

８
月
29日

職
員
調
査
年
月
日

会
津
若
松
警
察

署 福
島
警
察
署

警
察
本
部

対
象
機
関

教
育
セ
ン
タ
ー

い
わ
き
教
育
事

務
所

平
成
19年

７
月
25日

平
成
19年

７
月
23日

平
成
19年

９
月
５
日

実
施
年
月
日

平
成
19年

７
月
10日

平
成
19年

７
月
10日

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
地
監
査

平
成
19年

６
月
１
日

平
成
19年

５
月
31日

平
成
19年

８
月
21日

～
平
成
19年

８
月
28日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
19年

５
月
17日

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

５
月
30日

振
替
実
施
額

15,171,170円
差
額
(平
成
19年
度
歳
出
と
し
た
額
)
9,129,000円

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

歳
出
予
算
の
見
積
も
り
及
び
執
行
に
当
た
っ
て
は
､
予
算
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
計

画
的
に
行
う
こ
と
｡

(出
納
局
)

�
議
会
事
務
局

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
嘱
託
員
に
係
る
勤
務
の
指
定
に
つ
い
て
､
関
係
要
綱
で
定
め
た
１
週
当
た
り
の
時
間
を
超

え
て
勤
務
を
指
定
し
て
い
る
｡
(議
会
事
務
局
)

�
超
過
勤
務
手
当
に
つ
い
て
不
足
支
給
(１
人
82,458円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(議
会
事
務

局
)

�
旅
費
に
つ
い
て
過
支
給
(１
人
11,101円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(議
会
事
務
局
)

�
教
育
庁

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
歳
出
予
算
の
執
行
に
お
い
て
内
部
牽
制
が
機
能
し
て
い
な
い
｡

｢事
実
｣
平
成
18年
４
月
か
ら
平
成
19年
２
月
に
か
け
て
特
別
支
援
教
育
グ
ル
ー
プ
が
開
催
し

た
13の

会
議
に
お
い
て
､
出
席
し
た
外
部
委
員
Ａ
ほ
か
14名
に
対
し
て
報
償
費
及
び
旅

費
に
つ
い
て
未
払
い
が
あ
る
｡

(報
償
費
)
19件
254,000円

(外
部
委
員
Ａ
ほ
か
11名
分
)

(旅
費
)
24件

74,995円
(外
部
委
員
Ａ
ほ
か
13名
分
)

合
計

43件
328,995円

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
､
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
を
図
り
､
関
係
規
程
に
基
づ

き
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
｡

(教
育
指
導
領
域
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
委
託
契
約
(２
件
)
に
当
た
り
､
予
定
価
格
の
設
定
を
行
っ
て
い
な
い
｡
(教
育
指
導
領

域
)

�
育
英
資
金
貸
付
金
元
利
収
入
に
収
入
未
済
(62件

6,086,000円
)
が
あ
る
｡
(教
育
指
導

領
域
)

�
郵
便
切
手
出
納
簿
へ
の
記
載
漏
れ
が
あ
る
｡
(県
南
教
育
事
務
所
)

�
旅
費
に
つ
い
て
過
支
給
(１
人
17,700円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(南
会
津
教
育
事
務
所
)

�
警
察
本
部
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労
働
委
員
会
事

務
局 対
象
機
関

人
事
委
員
会
事

務
局 対
象
機
関

監
査
委
員
事
務

局

対
象
機
関

い
わ
き
中
央
警

察
署

会
津
若
松
警
察

署 福
島
警
察
署

警
察
本
部

対
象
機
関

平
成
19年

９
月
７
日

実
施
年
月
日

平
成
19年

９
月
７
日

実
施
年
月
日

平
成
19年

９
月
７
日

実
施
年
月
日

平
成
19年

７
月
30日

平
成
19年

７
月
25日

平
成
19年

７
月
23日

平
成
19年

９
月
５
日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
施
方
法

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

８
月
31日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
19年

８
月
31日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
19年

８
月
31日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
19年

５
月
10日

平
成
19年

６
月
１
日

平
成
19年

５
月
31日

平
成
19年

８
月
21日

～
平
成
19年

８
月
28日

職
員
調
査
年
月
日

会
津
総
合
病
院

(流
動
資
産
)

現
金
の
管
理
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

(事
実
の
概
要
)

平
成
18年
12月
の
出
納
検
査
に
お
い
て
､

９
月
末
の
試
算
表
と
現
金
引
継
書
の
数
字
が

合
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
､
平
成
19年
２
月
26日
に

指
摘
事
項

労
働
委
員
会
事

務
局 対
象
機
関

平
成
19年

９
月
７
日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

現
金
の
管
理
に
つ
い
て
は
､
引
継
書
､
現
金

預
金
振
替
一
覧
表
に
お
い
て
､
日
々
の
預
金
振

替
額
を
確
認
し
､
適
正
に
行
う
よ
う
に
い
た
し

ま
す
｡

(処
理
(検
討
)
年
月
日
：
平
成
19年
６
月
14

日
)

措
置
状
況

音
高
純
夫
実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

８
月
31日

職
員
調
査
年
月
日

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
土
地
使
用
料
と
建
物
使
用
料
で
調
定
す
べ
き
と
こ
ろ
､
建
物
使
用
料
で
調
定
し
て
い
る
｡

(会
計
課
)

�
通
勤
手
当
に
つ
い
て
過
支
給
(１
人
11,520円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(捜
査
第
二
課
)

�
住
居
手
当
に
つ
い
て
過
支
給
(１
人
14,000円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(福
島
警
察
署
)

�
監
査
委
員
事
務
局

監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
人
事
委
員
会
事
務
局

監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
労
働
委
員
会
事
務
局

監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

監
査
公
表
第
２
４
号

平
成
19年
８
月
17日
監
査
公
表
第
15号
に
よ
り
公
表
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(昭

和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
12項

の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
病
院
事
業
管
理
者
か
ら
次
の
と

お
り
措
置
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
､
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
表
す
る
｡

平
成
19年
11月
13日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

19
病
第
530

号
平
成
19年
９
月
28日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

福
島
県
病
院
事
業
管
理
者
茂
田
士
郎

印□

定
期
監
査
結
果
に
関
す
る
措
置
状
況
に
つ
い
て
(報
告
)

平
成
19年

８
月
６
日
付
け
19福

監
第
310号

で
報
告
の
あ
っ
た
県
立
病
院
事
業
に
関
す
る
定
期
監
査

の
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
第
199条

第
12項

の
規
定
に
よ
り
措
置
状
況
を
別
紙
の
と
お
り
報
告

し
ま
す
｡

(別
紙
)

平
成
19年
度
(監
査
対
象
年
度
：
平
成
18年
度
)
定
期
監
査
に
お
け
る
指
摘
事
項
措
置
状
況
報
告
書
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大
野
病
院

(収
益
)

医
業
収
益
の
計
算
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ

る
｡

(事
実
の
概
要
)

前
回
の
定
期
監
査
に
お
い
て
､
収
益
の
調

定
を
怠
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
指
導
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
､
未
収
金
で
あ
る
患
者
Ａ
に

係
る
入
院
収
益
に
調
定
誤
り
が
あ
り
､
再
調

定
し
た
も
の
の
当
初
調
定
の
減
額
を
怠
っ
た

た
め
､
医
業
収
益
の
計
算
が
過
大
と
な
っ
て

い
る
｡

会
津
総
合
病
院

(流
動
資
産
)

預
り
金
の
調
定
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の

が
あ
る
｡

(事
実
の
概
要
)

前
回
の
定
期
監
査
に
お
い
て
､
固
定
資
産

の
使
用
許
可
に
係
る
管
理
経
費
に
つ
い
て
は
､

発
生
の
都
度
毎
月
調
定
す
る
よ
う
指
導
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
平
成
18年
７
月
分
か

ら
平
成
19年
３
月
分
ま
で
の
管
理
経
費
(電

気
料
)
９
か
月
分
を
ま
と
め
て
19年
２
月
に

調
定
し
て
い
る
｡

会
津
総
合
病
院

(流
動
資
産
)

現
金
の
管
理
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

(事
実
の
概
要
)

平
成
18年
12月
の
出
納
検
査
に
お
い
て
､

９
月
末
の
試
算
表
と
現
金
引
継
書
の
数
字
が

合
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
､
平
成
19年
２
月
26日
に

出
張
徴
収
し
た
現
金
15,750円

に
つ
い
て
､

金
庫
に
保
管
し
た
ま
ま
３
月
２
日
ま
で
銀
行

へ
の
払
い
込
み
を
怠
っ
た
結
果
､
２
月
末
の

試
算
表
現
金
残
高
と
現
金
引
継
書
の
残
高
が

一
致
し
て
い
な
い
｡

調
定
誤
り
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
､

平
成
19年
７
月
１
日
に
お
い
て
減
額
の
調
定
を

行
い
更
正
し
ま
し
た
｡

今
後
は
､
適
正
な
収
入
事
務
処
理
に
努
め
､

医
業
収
益
の
計
算
を
正
確
に
行
い
ま
す
｡

(処
理
(検
討
)
年
月
日
：
平
成
19年
７
月
１

日
) 預
り
金
の
調
定
時
期
に
つ
い
て
は
､
行
政
財

産
の
使
用
許
可
基
準
に
基
づ
き
､
適
正
な
時
期

に
調
定
を
行
う
と
と
も
に
､
管
理
経
費
算
定
方

法
を
検
討
し
､
調
定
漏
れ
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
い
た
し
ま
す
｡

(処
理
(検
討
)
年
月
日
：
平
成
19年
６
月
14

日
) 現
金
の
管
理
に
つ
い
て
は
､
引
継
書
､
現
金

預
金
振
替
一
覧
表
に
お
い
て
､
日
々
の
預
金
振

替
額
を
確
認
し
､
適
正
に
行
う
よ
う
に
い
た
し

ま
す
｡

(処
理
(検
討
)
年
月
日
：
平
成
19年
６
月
14

日
)

病
院
局

(流
動
資
産
)

過
年
度
個
人
医
業
未
収
金
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
､
未
収
金
の
管
理
及
び

回
収
方
法
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡

(検
討
す
べ
き
事
項
)

１
個
人
医
業
未
収
金
の
発
生
防
止
の
具
体

策
を
検
討
し
､
実
施
す
る
こ
と
｡

２
発
生
し
た
個
人
医
業
未
収
金
に
つ
い
て
､

そ
の
管
理
と
回
収
対
策
を
以
下
の
事
項
に

留
意
し
て
再
検
討
し
､
統
一
的
な
実
施
を

徹
底
す
る
こ
と
｡

�
管
理
病
院
使
用
料
は
､
最
高
裁
判
例
か
ら

私
債
権
と
さ
れ
､
消
滅
時
効
が
３
年
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
､
債
権
管
理
に
お

い
て
よ
り
重
要
と
な
っ
た
以
下
の
点
に

配
慮
す
る
こ
と
｡

ア
｢督
促
｣
の
完
全
実
施
､
効
果
的

な
催
告
の
実
施

イ
債
務
の
承
認
ほ
か
､
時
効
中
断
事

由
の
管
理

ウ
債
務
者
死
亡
に
よ
る
債
務
継
承
に

関
す
る
調
査
､
債
務
者
の
現
況
等
基

本
的
な
事
項
の
把
握
の
た
め
の
調
査

の
実
施

�
回
収

ア
連
帯
保
証
人
が
あ
る
入
院
収
益
に

つ
い
て
は
､連
帯
保
証
人
に
対
す
る

請
求
の
実
施

イ
法
的
手
段
の
適
用
を
含
む
回
収
方

法
､
ま
た
は
債
務
免
除
を
含
む
不
納

欠
損
の
適
時
・
的
確
な
判
断
と
実
施

検
討
事
項

個
人
医
業
未
収
金
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ま
で

も
そ
の
発
生
防
止
と
発
生
後
の
回
収
に
努
力
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
､
｢検
討
す
べ
き
事
項
｣

と
さ
れ
た
事
柄
を
踏
ま
え
､
法
的
手
段
に
よ
る

回
収
の
具
体
的
な
手
続
き
他
に
か
か
る
｢福
島

県
立
病
院
未
収
金
マ
ニ
ュ
ア
ル
｣
を
今
年
中
に

作
成
し
､
各
県
立
病
院
の
担
当
者
会
議
な
ど
を

通
じ
､
既
定
事
項
で
あ
る
未
収
金
の
適
正
な
管

理
等
と
と
も
に
な
お
一
層
の
徹
底
を
図
り
､
個

人
医
業
未
収
金
の
適
切
な
管
理
・
回
収
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
｡ 措
置
状
況

(別
紙
)

平
成
19年
度
(監
査
対
象
年
度
：
平
成
18年
度
)
定
期
監
査
に
お
け
る
検
討
事
項
措
置
状
況
報
告
書
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つ
い
て
は
､連
帯
保
証
人
に
対
す
る

請
求
の
実
施

イ
法
的
手
段
の
適
用
を
含
む
回
収
方

法
､
ま
た
は
債
務
免
除
を
含
む
不
納

欠
損
の
適
時
・
的
確
な
判
断
と
実
施
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